









               

































２－１ 中央施設（メイン展示室・標本室・研究室・化石処理室・廊下部分展示・野外「恐竜の森」展示）  




























































図 6. サテライト展示①. 学生主体で制作さ
れた展示で、標本類を間近で観察できる。 
図 7. サテライト展示①. 図書館の書棚をその
まま利用した展示。 
図 8. A1 号館 1 階のロビーに設置されたタ
ルボサウルスの全身骨格。 




２－４ サテライト展示3  




















































・本学と  モンゴルの学生・研究者の利用しやすい場として整備し、活用促進をはかる。 
・モンゴルの古生物学研究所及びウランバートル大学との研究教育交流を推進する。 
③学内外の博物館利用者に向けた活動を推進する 
・学内外のイベントの重点化を図り、効率よくかつ教職員への負担の少ない運営方法を確立して実施する。 
・野外博物館実習等の学生教育にC2号館三階図書館の展示を活用し、学生とともに展示改善を図る。 
・報道機関の博物館への取材を積極的に受け入れる。 
・古生物学概論、古生物学実習、恐竜学Ｉ，ＩＩ，地学実習、野外博物館実習等の授業での活用を実施する。 
・展示や活動について、学生や外部の意見・評価を聞き、改善に生かすシステムを作る。 
・メイン展示とサテライトを回遊しやすいように案内板や誘導展示を充実させる。 
④本学教職員に、研究・教育・実習・創作・国際交流・広報等の素材として「恐竜」を利用してもらう。 
⑤運営を円滑に行うために学生と学外のボランティア、アルバイトの力を借りるシステム作りに着手する 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
